（第1号様式）

年　　月　　日

公益財団法人　日本財団
会　長　 尾 形　武 寿 　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込者　所　在　地　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　　　称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　印
年度造船関係事業　　　　資金貸付申込書
　　　貴財団の定款第4条第1項第3号の規定により、下記のとおり融資に必要な資金の
貸付けを受けたいので、別紙必要書類を添えて申込いたします。

記

1．貸付申込額　　　　　金　　　　　　　　　　　円

2．貸付の条件

（1）利　　率　　　　　年　０．１５パーセント
（2）償還期限　　　　　　　　　 年　　　月　　　日
（3）据置期間　　　　　　　　ヵ月
（4）償還方法　　　　 据置期間満了後毎年4月15日および10月15日の定期日に割賦償還し、
　　　　　　　　　　　期限に完済する。
（5）利息の支払方法　 毎年4月15日および10月15日の定期日に当日までの分を後払いし、

　　　　　　　　　　　最終の支払は貸付金の償還期限に支払う。
3．融資の内容

（1）融資先　　　

（2）融資額　　　　　 金　　　　　　　　　　　円
（3）融資金の使途　　 別添「融資金（       資金）の使途」のとおりとする。

（4）融資の条件

　（イ）融資金の利率　　　　　年（　　　　）パーセント
　　（ロ）融資金の償還期限　　　　　　　　  年　　　月　　　日
　　（ハ）融資金の据置期間　　　　　　　　ヵ月
　（ニ）融資金の償還方法　　　据置期間後毎年4月および10月の年2回割賦償還し、期限に

　　　　　　　　　　　　　　　完済する。
　　（ホ）利息の支払方法　　　毎年4月および10月の年2回当日までの分を後払いし、最終の

　　　　　　　　　　　　　　　支払は融資金の償還期限に支払う。
4．貸付金の借入希望日　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
5．貸付金の取扱店　　
6．連帯保証人（予定）

7．本貸付申込者および連帯保証人は、金銭消費貸借契約証書第2条第2項に該当しないこと
　　 を表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約します。
（注）表記の空白に設備又は運転の字句を記載すること。
　　　　　金融機関コード＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
◆「貸付申込書」作成の際の留意点 ◆
　　(低・脱炭素船舶建造資金貸付の貸付申込書は、同融資の【応募の手引き】のP.6に例が掲載されていますのでご参考下さい。)
1． 貸付申込書の提出期限は、資金種類ごとに、年度初の「融資申請のごあんない」「事務取扱要領」

に掲載されています。ご郵送先は、「日本財団　海洋事業部　海洋船舶チーム」あてに「融資金の使途」
と一緒にお送り願います(日本財団住所：〒107-8404東京都港区赤坂1-2-2)。郵送される際には「貸付申込書」に「融資金の使途」の用紙を糊づけ・ホチキス止めしないようにしてください。
2． お申し込み金融機関の代表者印は、印鑑証明書に登録されている「実印」を押捺してください。

お取り扱いの支店長印ではありませんので、ご注意願います。

3． 融資金の使途の、別添「融資金（　　　資金）の使途」は、(設備資金)（運転資金）とご記入下さい。
融資金の使途の作成要領は、設備資金・運転資金のそれぞれの書式の留意点をご参照下さい。
4． 貸付金の利率は、0.15％ですが、融資金の利率は金融機関が事業者に融資する利率になります。
事業者との間で、しっかり確認願います。
5． 貸付金の償還期限と融資金の償還期限は、同じ年月日になります。

〇年4月15日、又は、〇年10月15日が償還期限となります。
6． 据置期間は、貸付実行日から初回元本償還日までの期間で、1ヵ月未満は切り捨てになります。
　　貸付金と融資金の据置期間は、同一になります。

（例1）8月25日実行、翌年4月15日償還開始の場合は、据置期間7ヵ月

（例2）12月14日実行、翌年10月15日償還開始の場合は、据置期間10ヵ月
7． 貸付金の借入希望日は、年度初の「融資申請のごあんない」「事務取扱要領」に実行予定日とし

て掲載されています。
8． 貸付金の取扱店は、お申し込み金融機関の取扱支店名をご記入ください。

9． 連帯保証人（予定）は、融資先事業者名及び代表取締役名をご記入ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
